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自的変数 身長 体重 反復横跳 握　力 踏み台昇降 活動壷
（群） cm k9 回 kg 合計心拍数 RMR分／日
よくない方 171．1 62．4 43．5 43．3 167．5 587
（1） （6．25） （13．06） （4．21） （6．32） （26，7） （140）
まあまあ 170．8 6L7 45．9 44．4 156．0 820
（2） （5．35） （8．04） （4．96） （6．19） （26。1） （415）
よ　い　方 171．5 64．3 45．3 46．5 151．1 850
（3） （4．88） （6．47） （4．55） （6，51） （20．1） （427）
F　－　｛直 0．20 1．16 1．99 2．03 3．05☆ 3．35☆
（　）：標準偏差　　☆p〈0．05
特に解析上修正は加えていない。なお，健康状態の自己認識（よくない方，まあまあ，よい方）
とそれぞれ42項匿毎のカテゴリー別頻度分布との関連をカイニ乗検定してみると（表示は省略），
活動量の平均値（項目番号20），体重（38）ならびに機能水準（43）の3つの項目に統計的に有
意性が認められた。すなわち，健康状態の自己認識よくない方群は他の諏こ比ぺ，1Hの活動量
が少なく，機能水準も低く，また，体重は軽い傾向にあった。
　表2は，健康状態の自己認識3群別の身長，体重，機能測定の3項目，3臼問の平均活動量の
それぞれの平均値と標準偏差で，健康状態の自己認識3群間の平均値の差の有意性を分散分析法
によって検定した結果を併記している。
　健康状態の自己認識3群問の比較では，踏み台昇降運動の合計心拍数と活動量とに有意な差が
認められた。すなわち，健康状態の自己認識よくない方群は他群に比べ，活動量は少なく，持久
性に劣る傾向にあった。
　一方，本研究の年齢構成では，18歳が136名のうち76名（56％）で最も多く，全対象の88％は
18～19歳であった。18歳の身長，体重，反復横跳握力，踏み台昇降運動の平均値は，それぞれ
170．8±5．73cm，61．8±8．06kg，44．3±4．86回，44．5±5．99kg，59．2±8．86指数であった。こ
れらの値を同年齢の全園値7）に比べてみると，反復横跳にのみ有意に下回っている以外大差は認
められなかった。
　図1は，クラスター分析の結果で，変数間の類似度を求め，それらを平均法によって整理し，
樹状図を描いた結果である。
　樹状図をみると，各項目の関係はかなり複雑であるが，例として，損関係数0．3未満の類似度
を無視すると，8個の樹状が認められる。すなわち，42項目は，より少数の項目によって代蓑さ
せてもよいと考えられる。
　以上の結果を基にして，健康状態の自己認識と関連性が大きく，かつ，クラスター分析で類似
度が大きい項目一つを選び出した。すなわち，①起床・就床時刻の時刻配置，②食事時刻の時刻
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　　項　　目
1　起床時刻の乱
2　起床の平均値
（5）就床時刻の乱
（10）食事時刻の乱
11食＄園数
4　就床の平均値
6　睡眠4日の乱
（7）睡眠平均値（4）
8　睡眠3臼の蔑
9　睡眠平均値（3）
16　睡眠の程度
（17）　覚醒時疲労感
18　疲労感（身体）
19　　疲労感（情緒）
20　疲労感（感覚）
玉6　食事摂取得点
ユ7　起床の平均値
18　活動量（RMR分）
19　活動量叙MR分）
（14）　活鋤貴平均値
21　運動実施有無
22　活動量の程度
42　踏み台全薗比
26　食品（濃野菜）
28　食品（　肉　）
29　食品（魚介）
30　食品（大豆）
27　　食品（淡野≡葬≡）
（15）住　　形　　態
31　　食品（　卵　　）
32　　食品（　乳　製　）
33　　食品（　海　藻　）
34　食品（果物）
35食品（即席）
23　スポー・ツ歴
藪体力の程度
（43）機　能　水　準
41　握力の全国比
40　横とび全国比
（38＞体重の全国比
39　肥満度の係数
37　身長の全国比
1．0
　相　関　係　数
0．8　　　　　0．6　　　　　0．4　　　　　0．2 0．0
図1　42項震のクラスター分析による樹状図
配麗，③4ヨ間の平均睡眠時間，
④睡眠状態の程度，⑤覚醒時の疲
労感⑥食品の摂取得点，⑦平均
活動量，⑧住形態，⑨高校時代の
スポーツ歴，⑩機能水準，⑪体重
の全国比，⑫身長の全国比の12項
目である。なお，形成された樹釈
図を解釈することは，本研究の主
要な蟄的でないので省略した。
　そこで，健康状態の自己認識を
目的変数とし，抽出された12項目
を説明変数として，数量化II類を
用いて解析した結果，相関比は第
1根0．25，第2根0．12であった。
　図2は，それぞれの項自のカテ
ゴゾーに与えられた数値と偏相関
係数を数値のレソジの大きい順に，
上位6位までの項目を示している。
　数値のレソジと偏絹関係数の大
きさをみると，数値のレンジの大
きい項目は，偏梢関係数も大きい
傾向となっている。なお，偏掘関
係数は健康状態の霞己認識と各項
目との関連性の強さを表すことか
ら，その値が大きく，かつ，数値
のレソジが大きいほど，健康状態
の自己認識の半捌に大きく寄与し
ていると考えた。したがって，健康状態の自己認識に大きく関連している項賛としては，食事時
刻の時刻配置，活動量，機能水準，睡賑状態の程度があげられる。逆に他の変数の偏N関係数は
いずれも小さく，健康状態の自己認識の判別にはほとんど寄与していないことが明らかになった。
　図3は，健康状態の自己認識3群別にみた各燈人の標準化得点の累積度数分布曲線である。
　健康状態の麹己認識3群の標準化得点の分布状態をみると，健康状態の自己認識まあまあ群と
よい方群は，負の値に多く分布し，逆によくない方群は正の値に多く分布している。図中の各群
の判別分点（A，B），例えば，　A点は健康状態の自己認識まあまあ群とよくない方群，　B点は
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よい方群とよくない方群とのそ
れぞれの分点を基準にして，正
判別率を求めると，，健康状態の
自己認識まあまあ群とよくない
方群では，それぞれ77％，70％，
全体76％，よい方群とよくない
方群ではそれぞれ87％，70％，
全体81％であったQ
　健康状態の自己認識3群の標
準化得点の平均値（蓑示は省略）
では，よくない方群1．20±0．73，
まあまあ群一〇．18±0．92，よい
方群一〇．26±0．83となり，平均
値の差はよくない方群とまあま
あ群あるいはよい方群との閲に
統計的に有意であった。例えば，
健康状態の慮己認識よい方群と
の関連が大きいと考えられるも
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図2　数量化II類による分析結果
）
の，すなわち，負の数値の大きいカテゴリーは，食事時刻の時刻配置3（ほぼ一定），3日間の
平均活動量3（中等度強度以上），機能水準3（3項震のうち2項目以上全国値に比べ優れる），
睡眠状態の程度2（まあまあ）であった。逆によくない方群との関連が大きいと考えられるもの，
すなわち，正の数値の大きいカテゴリーは，食事時刻の時刻配置1（乱れる），3日間の平均活
動量2以下（軽い強度またはそれ以下），機能水準2以下（3項蟹のうち2項目以上全国値に比
べ劣る），睡眠状態の程度1（浅い方）であった。なお，第2根では柏関比は小さく，健康状態
の自己認識3群別標準化得点の平均値の意味付けが困難であったので省略した。
考 察
　1）健康状態は，一般的に男女，年令階級問で差があるといわれているが，大学生の揚合，筆
者3）9＞20）らが調査した結果によると，健康状態の男女差はほとんど認めていない。しかし，健康
状態には食生活，特に食事回数食品の摂取頻度，起床・就床時刻の蒔刻配置，疲労自覚症状と
密接な関連性を示し，男女間でかなり梢違しているという報告が多い6）10）14）19）20）21）。本研究では
生活時間とアンケート調査を通じて得たライフスタイル35項Nと体力測定による身体的側面7項
目のうち，健康状態の自己認識3群間に有意な差が認められたものとしては，1日の活動量，踏
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　　　　　図3　健康状態の自己認識3群別標準化得点の累積頻度分布
み台昇降運動，体重，機能水準があげられるが，これらは先の報告に比べ著しく相違していた。
しかし，健康状態に影響を及ぼす要因を検討する場合，さまざまな要因が互いに影響し舎って，
健康状態に関連していると考えられるので，これらを総括的に比較することが必要と思われる。
　2）ライフスタイルと身体的側面が学生の健康状態の判別に有効であるか否かについて，数量
化II類を用いて解析した結果，健康状態の自己認識には食事時薦の生活パターソ，活動量，機能
水準，睡眠状態の程度が大きく関連していることが明らかになった。すなわち，健康状態の自己
認識のよくない方群は他の群に比べ，食事時刻の生活パターンが乱れ，1日の活動量は少なく，
機能水準も低い。また，睡眠は浅い状態となっていることが明らかになった。
　食事時刻の生活パターソでは，①1日3食摂取している者でも曜日によって朝食時刻の鼠れが
著しい。また，本研究の場合，3日のうち2～3回の摂食者は136名のうち98名（72％）占めて
いたこと，②3旨問の摂食回数2回の者は3回食の者に比べ，起床が遅く，睡眠時間が長いこと，
③朝食の摂取状況は起床・就床時刻の時凋配置と関連し，朝食を時々欠食あるいは欠食している
者は，起床時刻の乱れが著しいこと，④起床，就床時凋の蒔刻配麗は栄養素の摂取状況と関連し，
起床・就床時刻の生活パターソの乱れている者は，栄養素の摂取がアソバラソスとなっているこ
と，などを指摘してきた16）17＞19＞20）。この場合，食事時刻や1日の摂食回数に起因して起床・就
床時刻の乱れがあらわれたのか，あるいは起床・就床時凋の生活パターソの乱れが1日の食事時
灘や摂食回数を綱約したかは不腿であるが，食事時灘の乱れている者は，摂食回数が不規鋼にな
り，朝食の欠食も多く，栄養素の摂取バラソスも悪いなどを考えると健康状態の自己認識よくな
い方群は，食生活や起床・就床の生活時間配分上に問題があるのではないかと考えられる。
　活動量では，これまでの調査結果によると，起床時灘や睡腰時間との間に平日，土曜，β曜と
も有意な負の権関，ならびに摂食回数との間に密接に関連していることを虜らかにしてきた
18）19）。白井13）は青少年が健康を保持していくためには，少なくとも毎日500RMR分／日以上に
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なる生活行動を目指すべきであると報告していることから，1日の活動量の少ない状態あるいは
栄養素の摂取に偏る状態などが長期にわたって続くと，体力の低下を招くばかりでなく，健康を
害する要因になるものと考えられる。逆に適度な運動などによって活動量を高めることは，機能
水準を高めるという報告20）もある。したがって，健康づくりの施策の方途には栄養，運動，休
養などの生活のバラソスが重要であるが，ある者は生活様式を見直し，その生活行動の内容を変
え，エネルギー消費を高めること，ある者は余暇に運動やスポーツを実施することなどは，発育
の最終過程にある大学生の健康や体力の保持に好ましい影響を及ぼしていると解釈しうる。
　3）ライフスタイルを生活習慣とみなした場合，大学生の健康状態にはさまざまな問題をかか
え，かつ，多くの要因が複雑に影響しあっているが，数量化II類を適用した結果，健康状態の自
己認識よい方群では比較的に良好な生活習慣になっていることが明らかになった。すなわち，数
量化II類は，集団の生活習慣の特性を解明するための一つの有効な乎法となりうるが，問題は相
関比を考慮すると，本研究のデーターだけでは十分であるとは思われない。さらに，これまでに
報告されている精神的，性格的要因ならびに疾病状況などを加えた検討も必要と考えられる。ま
た，女子学生の場合男子と同様の傾向が得られるか否かについては，今後検討を加えたい。
　以上，男子大学生のライフスタイルならびに身体的側面が健康状態と密接に関連していること
が明らかになったが，これらは健康保持にかかわる重要な問題でもあり，生活の実態を考慮した
指導も必要であろう。
ま　と　め
　大阪府下の文科系国立大学の男子学生136名（年齢18～19）を対象とし，生活時問調査，食生
活・自覚症状しらべなどのアソケート調査ならびに体力測定を行い，健康状態に影響を及ぼす要
困について検討し，以下の結果を得た。
　1）生活時間，アソケート調査ならびに体力測定のそれぞれの項農について，健康状態の自己
認識（よくない方群，まあまあ群，よい方群）3群間の頻度分布の相違をカイニ乗検定ならびに
各項目相互間の相関行列にクラスター分析を適用し，その結果を基にして，健康状態に関連する
と思われる12項目を抽出したQ
　2）健康状態の自己認識を農的変数とし，抽出された12項目を説絹変数として，数量化分析II
類を用いた結果，健康状態の自己認識に影響を及ぼす要因として，食事時刻の生活パターソ，活
動量，機能水準，睡眠状態の程度があげられる。
　3）健康状態の自己認識のよくない方群とよい方群との正半捌率は81％で，良好な判別が行え
た。特に健康状態のよくない方群では，食事時聞の生活パターソが乱れ，1日の活動量は少なく，
機能水準も低い。また，睡眠は浅い状態にあることが明らかになった。
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